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と、TIII火を入れたばかりのと 火をみつめている… 一親手のむ な

ぬころで炭やきのオジさん1;1r費量 つまじい風景がとても印象的だ
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わ
た
し
が
誇

る
国
づ
く
り

参
議
院
長
崎
県
選
出
議
員
に
欠

員
を
生
じ
た
の
で
補
欠
選
挙
が
三

月
十
五
日
(
日
)
に
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。投

票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
乙
の
選
挙
で
は
、
次
の
よ
う
な

人
が
投
票
で
き
ま
す
。

①
さ
き
に
お
こ
な
わ
れ
た
知
事

選
挙
の
際
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

①
二
月
十
九
日
現
在
で
大
村
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
三
カ
月
以
上

記
録
さ
れ
て
お
り
三
月
十
五
日
ま

で
に
満
二
十
才
に
な
る
人
。

立 会演説会

3月11日(水)午後7時から

大村市民会館

選挙管理委員会事務局

電話番号

4111 (内線 247)

3180 (臨時直通〕

，r 

(最
近
、
転
入
し
て
き
て
、

県
内

の
他
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
不
在
者
投

票
を
活
用
し、

貴
重
な
一

票
を
行

使
し
ま
し
ょ
う
。)

今
回
の
参
議
院
長
崎
県
選
出
議

員
補
欠
選
挙
で
も
、
テ
レ

ビ
ジ
ョ

ン
お
よ
び
ラ
ジ
オ
に
よ
り
候
補
者

が
そ
の

政
見
を

放
送
し
ま
す
の

で
、
み
ん
な
で
よ
く
き
き
ま
し
ょ

・つ。

、
s、， 

/" 

の
一
票
わ
た
し
が
政
治
す
る
心

士
巳

E

幸

夫

-x. 
オ

第十一投票所 (西大村出張所)にて

選
挙
は
有
権
者
が
投
票
所
に
行

っ
て
投
票
す
る
乙
と
が
原
則
で
す

し
か
し
例
外
と
し
て
投
票
日
に
次

の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

投
票
所

に
行
っ
て
投
票
す
る
乙
と
が
で
き

な
い
選
挙
人
の
た

め
に
、
あ
ら
か
じ

め
投
票
さ
せ
よ
る

と
す
る
制
度
が
不

在
者
投
票
制
度
で

す。

不在者投票の活用を

①
大
村
市
外
で
職

務
ま
た
は
業
務
に

従
事
中
で
あ
る
と

品
c
。

②
や
む
を
得
な
い

用
務
ま
た
は
事
故

に
よ
り
大
村
市
外
に
旅
行
中
ま
た

は
滞
在
中
の
と
き
。

@
病
気
、
負
傷
、
姫
娠
、
老
衰
、

不
具
若
し
く
は
産
樗
に
あ
る
た
め

歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き

， ~ 

(た
だ
し
、
在
宅
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
J

④
大
村
市
か
ら
他
市
町
村
に
転
出

し
た
人
ま
た
は
転
出
予
定
の
人

V
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

一一
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
四
日

ま
で

V
投
票
用
紙
等
の
請
求
お
よ
び
投

票
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

V
不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求
お

よ
び
投
票
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(
市
役
所
内
)

な
お
、

不
在
者
投
票
を
お
こ
な
う

場
合
は
、

投
票
の
公
正
を
期
す
る

た
め
一

定
様
式
の
証
明
書
の
提
出

な
ど
最
少
限
度
の
手
続
が
い
り
ま

す
。
く
わ
し
い
乙
と
は
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ

お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。、
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(1 

久
原
住
宅
団
地
の

建

設

す

す

む

入
居
者
募
集
2
月
お
日
よ
り
受
付

国
の
住
宅
建
設
五
ヶ
年
計
画
に
よ
り
、
当
市
の
住
宅
建
設
も
次

々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
度
は
、
竹
松
団
地
幻
戸
が
完
成
し
、
す
で
に
久
原

団
地
崎
戸
が
現
在
建
設
中
で
三
月
三
十
五
日
頃
完
成
の
予
定
で
す
。

又
県
営
久
原
団
地
は
羽
戸
が
完
成
し
、
四
戸
が
目
下
建
設
中
で
あ

り
ま
す
。

久
原
団
地
完
成
後
の
総
建
設
戸
数
は
市
営
住
宅
問
戸
、

県
営
住
宅
団
戸
、
合
計
制
戸
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
集
会
所
、

買
物

セ
ン
タ
ー
、
遊
園
地
、

縁
地
な
ど
の
施
設
が
設
け
ら
れ
大
団
地
と

な
り
ま
す
。

一

O
第

一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

八
戸

O
第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

十
二
戸

O
第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

二
十
八
戸

V
入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人
。

①
同
居
の
親
族
の
収
入
を
合
算
し

て
、
昭
和
制
年
1
月
か
ら
臼
月
ま

で
の
総
収
入
を
所
得
税
法
に
よ
り

算
出
し
控
除
を
し
た
残
額
を
、
十

二
で
除
し
た
額
の
合
計
か
ら
、

扶

養
親
族

一
人
に
つ
き
三
平
円
を
控

りおおむ市政だより(3) 

除
し
た
額
が
、
第
一

種
が
二
万
四

千
円
を
乙
え
四
万
円
以
下
、

第
二

種
が
二
万
四
千
円
以
下
で
あ
る
乙

と。③
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
(
未
届
の
妻
を
含

む
)
が
あ
る
乙
と
。

V
家
賃

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造

平

家

建

五
千
円
(
予
定
)

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

四
千
三
百
円
(
予
定
)

第
二
種
簡
易
耐

J

火
構
造
平
家
建

三
千
八
百
円
(
予
定
)

V
敷
金
家
賃
の
三
カ
月
分

V
公
募
期
間
二
月
二
十
五
日
か

ら
三
月
七
日
ま
で

、、

'¥'. 
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〈

J 

鈴
田
青
年
団

(7) 

地
域
青
年
団
で
は
、

組
職
が

一

キ

ャ
ン
プ
、
研
修
旅
行
、
ソ
フ

番
大
き
く
百
名
む
団
員
が
活
発
な
ト
大
会
な
ど
体
育
レ
ク
活
動
を
は

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
広
報
部
じ
め
衛
生
講
話
な
ど
学
習
活
動
や

で
は
、

機
関
紙
「
暁
星
」

(年

一
地
区
の
運
動
会
の
世
話
、
小
学
校

回
発
行
)
が
二
十
三
号
に
達
し
、
の
土
俵
設
置
協
力
な
ど
奉
仕
活
動

三
浦
青
年
団
と
の

合
問
機
関
紙
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
っ
ち
く
れ
」
も
発
行
し
て
い
ま

相
撲
が
強
く
市
の
大
会
で
は
優

す
。
ま
た
、

産
業
部
に
お
い
て
勝
回
数
も
多
い
、
ま
た
、
バ
レ
ー

は、

団
保
有
の
茶
園
か
ら
年
間
八
も
伝
統
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
が
盛

万
円
の
収
入
を
あ
げ
て
お
り
団
活
ん
な
青
年
団
で
す
。

動
の
経
費
に
あ
て
て
い
ま
す
。
団
長

渡
辺
隆

一

市
民
課
ま
た
は
各

く
わ
し
い
乙
と
は
、

建
築
課

へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い。

V
申
込
場
所

出
張
所

V
抽
せ
ん
日
三
月
十
一
日
午
前

九
時
か
ら
市
役
所
玄
関
ホ
i
ル
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市
制
施
行
部
周
年

功
労
者
に
感
謝
状
を
お
く
る

おおむら

市
制
施
行
郡
周
年
記
念
式
典
が

2
月
四
日
午
前
十
時
か

ら
市
役
所
で
お
こ
な
わ
れ
、
永
年
市
政
の
振
興
な
ら
び
に

社
会
福
祉
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
四
名
の
か
た
が
た
に
対

し
、
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

市政だより

功
労
者

O
福
井
義
美
、
永
尾
五
平
、
小
川

大
基
、
入
江
政
吉
、
井
石
ト

キ
、
松
尾
実
の
各
氏
は
そ
れ
ぞ

れ
永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員

と
し
て
、
市
政
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

O
久
田
繁
太
郎
氏

児
童
公
園
敷
地
と
し
て
宅
地

一
、
一
二
七
平
方
米
を
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

O
大
村
耐
火
株
式
会
社

社
会
福
祉
施
設
整
備
の
た
め
百

拾
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

O
杉
田
ユ
イ
氏

永
年
に
わ
た
り
婦
人
団
体
の
育

成
発
展
に
尽
し
、
婦
人
の
地
位

と
教
養
の
向
上
に
寄
与
す
る
ほ

か
社
会
奉
仕
に
て
い
身
さ
れ
ま

し
た
。

O
本
町
芳
一
納
税
貯
畜
組
合

永
年
に
わ
た
り
市
税
等
の
完
納

l盗

‘J 

に
努
力
し
、
昭
和
叫
年
日
月
に

は
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た

O
田
野
正
治
氏

社
会
福
祉
事
業
に
参
拾
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

O
富
永
祐
吉
氏

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
第
5
分

団
後
援
会
長
と
し
て
団
員
の
指

導
激
励
に
つ
と
め
る
ほ
か
私
財

を
投
じ
て
消
防
行
政
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

緑
の
羽
根
募
金
運
動
に

ご
協
力
を

国
土
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
春
季
に
全
国
的
に
展
開
さ
れ

る
緑
の
羽
根
募
金
運
動
を
今
春
も

二
月
二
十
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
実
施
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま

し
た
。
郷
土
の
緑
化
を
よ
り
推
進

す
る
た
め
に
乙
の
募
金
運
動
に
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

e

ま
す
。

固
定
資
産
(
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
)
課
税

台
帳
の
縦
覧

昭
和
時
年
分
固
定
資
産
(
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
)
課
税
台
帳
を

次
に
よ
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

日
時
昭
和
白
年

3
月
1
日
か
ら

昭
和
日
年
3
月
却
日
ま
で

場
所
大
村
市
役
所

課
税
課

従
来
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
新
増

家
屋
、
分
合
筆
、
新
造
成
土
地
な

ど
の
決
定
価
額
の
通
知
は
今
年
度

は
基
準
年
度
で
す
か
ら
通
知
し
ま

せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
事
頃
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場

合
は

3
月
初
日
ま
で
に
文
書
で
申

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
尿
溜
に
は
囲
か
蓋
を

し
ま
し
ょ
う

田
、
畑
並
び
に
農
道
の
道
端
等

に
「
し
尿
溜
」
が
敬
在
し
て
い
る

の
を
見
受
け
ま
す
が
危
険
で
も
あ

り
、
ま
た
伝
染
病
の
発
生
源
と
も

な
り
ま
す
の
で
早
急
に
不
用
の
も

r 

の
は
壊
す
か
、
現
に
使
用
中
の
も

の
は
固
と
か
蓋
を
す
る
よ
う
皆
様

の
ど
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
を
買
上
げ

戦
傷
病
者
の
妻
で
特
別
給
付
金

国
庫
債
券
(
十
年
分
割
払
十
万
円
)

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に

つ
ぎ
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償

還
の
申
し
込
み
を
受
付
け
ま
す
の

で
社
会
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

V
買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
け
て
い
る
者
ま
た

は
現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い

が
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
者

V
買
上
額
い
号
五
万
五
千
九
百
円

ろ
号
六
万
二
千
百
円

V
申
込
期
限
三
月
五
日
ま
で

診
療
時
間
の
実
施
に

ご
協
力
を

大
村
市
医
師
会
で
は
昭
和
四
十

五
年
二
月
一
日
か
ら
各
診
療
所
ご

と
に
、
診
療
時
間
を
設
け
て
急
患

以
外
は
、
乙
の
時
間
の
み
診
療
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

診
療
時
聞
は
一
般
的
に
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
が
、
各

診
療
所
で
異
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
講
座

受
講
生
を
募
集

大
村
市
中
央
公
民
館
で
は
、
次

の
と
お
り
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

講
座
」
を
聞
き
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
科
目
社
交
ダ
ン
ス
ほ
か

企
会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

企
期
間
三
月
一
日
よ
り
三
月
二

十
九
日
ま
で
毎
週
日
曜
日
。

企
時
間
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま

で。

企
申
込
資
格
市
内
在
住
者
で
二

一十
才
以
上
の
男
女

企

定

員

六

O
名

企
申
込
期
限
二
月
二
十
八
日
ま

で。

企
受
講
料
不
要

企
申
込
先
大
村
市
中
央
公
民
館

原
爆
被
爆
者
に
「
技
能

修
得
」
、
「
就
職
」
支
度

金
を
支
給

原
爆
被
爆
者
に
、
技
能
修
得
お

よ
び
就
職
の
支
度
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
該
当
者
は
、
二
月
二
十
八

日
ま
で
に
社
会
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

V
技
能
修
得
資
金

特
別
被
爆
者
の
う
ち
低
所
得
者

で
、
県
内
の
公
共
職
業
訓
練
所
に

寄
宿
生
ま
た
は
通
所
生
と
し
て
入

所
し
技
能
を
修
得
す
る
者

、

V
就
職
支
度
金

特
別
被
爆
者
で
低
所
得
者
で
あ

る
者
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計
を
一

に
す
る
子
で
、
経
済
的
自
立
を
図

る
た
め
県
内
の
公
共
職
業
安
定
所

を
通
じ
て
常
用
労
働
者
と
し
て
就

職
す
る
者
。

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
、
社

会
課
伐
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

只
今
グ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
選
手
募
集
中

締

切

羽

年

3
月
叩
日

詳
細
は
競
走
会
へ

T
E
L
二
七
一
七

引
揚
者
特
別
交
付
金
の

請
求
は
早
め
に

外
地
よ
り
引
揚
げ
た
か
た
に
特

別
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
か
ら

請
求
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
請
求

期
限
は
本
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
請

求
し
て
い
な
い
方
は
至
急
社
会
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

三
月
の

実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

圃
二
日
か
ら
七
日
ま
で

圃
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で

-
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で

-
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

・
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

~-
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